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玄
海
原
子
力
発
電
所
一
号
機
が
運
転
を
開
始
し
て
、
昨

年
の
十
月
で
三
十
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
年
代
の
本
町
は
、農
業
・
漁
業
の
一
次
産
業
を

基
幹
産
業
と
し
て
い
ま
し
た
が
、佐
賀
県
の
チ
ベ
ッ
ト
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
、水
に
恵
ま
れ
ず
、季
節
風
も
強
く
、道
路
も

狭
く
、
農
業
を
営
む
に
は
大
変
厳
し
い
条
件
の
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
年
始
め
、
佐
賀
県
か
ら
原
子
力
発
電
所
の
誘

致
の
話
が
あ
り
、先
人
達
が
、国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
地

域
の
振
興
、
町
の
発
展
を
願
っ
て
、
翌
、
四
十
一
年
六
月
に

議
会
が
原
子
力
発
電
所
の
誘
致
議
決
を
し
、
九
州
で
初
め

て
、
原
子
力
発
電
所
運
転
に
向
け
動
き
出
し
、
玄
海
町
の

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
が
始
ま
っ
た
訳
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、約
五
年
後
の
昭
和
四
十
六
年
三
月
、一
号
機

の
建
設
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
十
月
に

営
業
運
転
を
開
始
し
、
翌
年
の
昭
和
五
十
一
年
六
月
に
は

二
号
機
の
建
設
が
着
手
さ
れ
る
等
、現
在
は
、四
基
の
原
子

力
発
電
所
が
運
転
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
電
設
備
三
百
四
十

七
万
八
千
キ

ロ

ワ
ッ
ト

の
設
備
を
有
し
、
平
成
十
五
年
度
に
は
、
累

計
発
電
電
力
量
が
二
百
五
十
九
億
八
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
ア
ワ
ー

に
達
し
、九

州
の
発
電
電
力
量
の
約
三
十
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
過
程
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
、
三
・
四
号
機
増
設
の

際
に
は
、「
玄
海
町
郷
土
の
自
然
を
守
る
会
」が
、
町
長
の

解
職
を
求
め
、
署
名
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
不
成

立
に
終
わ
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
誘
致
か
ら

現
在
ま
で
、
原
子
力
に
関
す
る
様
々
な
出
来
事
と
と
も
に

歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
、
図
ら
ず
も
玄
海
原
子
力
発
電
所
三
号
機

で
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
一
環
で
あ
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画

を
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

に
乏
し
い
我
が
国
が
、
平
和
で
豊
か
な
国
民
生
活
を
営
む

た
め
に
、
食
糧
と
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
は
欠
か
す

こ
と
の
出
来
な
い
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
原
子
力
発
電
は

国
民
経
済
・
生
活
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
十
月
十
一
日
、
原
子
力
委
員
会
に
お
い

て
決
定
さ
れ
、
十
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た「
原
子

力
政
策
大
綱
」に
お
い
て
も
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
追
求
し
て
い
く

な
か
で
、
原
子
力
発
電
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
及
び

地
球
温
暖
化
対
策
に
引
き
続
き
有
意
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
す
る
た
め
に
は
、
二
〇
三
〇
年
以
後
も
総

発
電
電
力
量
の
三
十
～
四
十
パ
ー
セ

ン

ト

と
い
う
現
在
の
水
準

程
度
か
、
そ
れ
以
上
の
供
給
割
合
を
原
子
力
発
電
が
担

う
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

私
達
の
町
玄
海
町
は
、原
子
力
利
用
の「
安
全
を
大
前

提
」に
、
九
州
さ
ら
に
は
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
支

え
る
町
と
し
て
の
自
負
と
文
化
生
活
の
維
持
を
保
つ
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、玄
海
町
や
周
辺
市
町
と
と
も
に
、原
子
力
発
電

所
に
係
る
振
興
策
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら
電
源

三
法
交
付
金
が
交
付
さ
れ
、
道
路
整
備
、
福
祉
施
設
、
教

育
・
文
化
施
設
の
ほ
か
、
農
道
の
整
備
、
漁
業
の
大
型
冷

凍
冷
蔵
庫
等
の
産
業
振
興
の
施
設
整
備
も
進
め
な
が
ら
、

地
域
住
民
の
福
祉
、
所
得
の
向
上
に
も
寄
与
し
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
先
に
も
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
玄
海
町
は
、
農

業
を
営
む
に
は
大
変
厳
し
い
条
件
の
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、国
営
土
地
改
良
事
業
、県
営
畑
地
帯
総
合
事

業
に
取
り
組
む
と
共
に
、
昭
和
四
十
年
代
の
米
作
中
心

の
農
業
か
ら
、
集
約
さ
れ
た
農
業
、
施
設
園
芸（
ハ
ウ
ス

み
か
ん
、い
ち
ご
）、
畜
産（
黒
毛
和
牛
）、タ
マ
ネ
ギ
、
葉

た
ば
こ
の
生
産
と
農
業
経
営
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
状
況
の
中
で
、発
電
所
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
税
収
増
も
見
込
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
農
業
の
生
産

規
模
の
拡
大
と
後
継
者
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
の
補
助
事
業
に
嵩
上
げ
を
し
な
が
ら
、
農
業
の
基
盤

整
備
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。一
方
、
漁
業

に
つ
い
て
は
獲
る
漁
業
か
ら
、
養
殖
漁
業
に
変
わ
り
、一

時
は
、
県
内
で
も
有
数
の
鯛
の
生
産
基
地
と
な
り
ま
し

た
が
、
魚
価
の
低
迷
、
海
外
か
ら
の
輸
入
増
大
等
、
現
在

で
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
漁
業
の
振
興
支

援
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
も
、
地
場
企
業
の
育
成
や
商
業
集

積
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化
を
早
急
に
図
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、資
源
に
乏
し
い
我
が
国
に
と
っ
て
電
源
地
域
は
、

そ
し
て
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
に
住
む
私
達
は
、
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
地
球
温
暖
化
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、大
き
く
胸
を
張
っ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
石
油
の
殆
ど
は
政
治
的
に
不
安
定
な
中
近
東

に
依
存
を
し
て
い
ま
す
。一
九
七
〇
年
代
の
二
度
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
、
あ
の
よ
う
な
事
が
何
時
起
こ
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
世
界
の
政
情
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
同
様
に
、
原
子

力
発
電
所
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
財
源
、
税
収
等
が

何
時
ま
で
も
潤
沢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
分
権
が
実

行
段
階
に
入
り
、
市
町
村
が
地
域
に
お
け
る
自
主
的
か

つ
、
総
合
的
に
広
く
担
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、一
層
の
歳
入
財
源
不
足

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
で
、平
成
十
五
年
十
月
、電
源
三
法
交
付

金
制
度
が
よ
り
使
い
勝
手
の
良
い
も
の
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
も
交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
、ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
の
割
合
を
決
め
、
今
後
は
、
出
来
る
だ
け
ソ
フ
ト
の

占
め
る
割
合
を
高
く
す
る
よ
う
に
努
め
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
方
々
に
も
そ
の
時
々
の
状
況
を
説
明

し
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
て
い
た
だ
き
、
住
民
と
共
に
知
恵
と
汗
を
出
し
な
が

ら
、「
協
働
と
共
創
」の
ま
ち
、原
子
力
発
電
所
と「
共
存
・

共
栄
」す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

皆
様
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、是
非
、私
達
の
ま
ち

玄
海
町
へ
お
出
か
け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
待
ち
致
し

て
お
り
ま
す
。
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岸 本 英 雄
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　“こころ　のんびり”という言葉がぴったりの玄海町。「浜野浦の棚田」やリアス式海岸に代表される美しい風景、そして地域に住む人々の温かい心が
私たちを癒してくれます。そして豊かな海産物、新鮮な農産物、「佐賀牛」といった畜産物はまさに絶品で、食した誰もが幸せな気持ちになります。　
　平成１８年９月、玄海町は町制施行５０周年を迎えました。「電気のふるさと」として、日本のエネルギー政策を支えている玄海町は今後、押し寄せる少子
高齢化時代に焦点を合わせ、活力ある町づくりを進めていきます。
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